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の H. pyloriの接種は，ゾンデを用いて 0.1％重曹 
0.3 mlを投与後，5× 107 CFUの H. pyloriを 1日に
1回，2日間経口接種し，2週間後に Enzyme-linked 





ト 10 µ lをウマ血清加 BHI培地に塗抹して 37℃，微




治療に用いられるのとほぼ同量の 10 mg/kg あるいは
約 2倍量の 20 mg/kgを 1日 2回，7日間経口投与し
た結果，H. pyloriの除菌率は 10 mg/kg投与群で 92％
（11/12例），20 mg/kg 投与群では 100％（12/12例）で
あった。
免疫初乳抗体を用いた実験では，スナネズミへ 0.1 





















へ 0.1 ％重曹 0.3 ml投与後，免疫初乳抗体及び補体を





で H. pylori へ免疫初乳抗体と補体とを作用させるこ
とによって，H. pylori へ強い障害を与える現象が確認
されていることから胃内においても，in vitroと同様
に，活性化された補体によって H. pylori の菌体が障
害され，短期間で除菌効果が発揮されたものと考えら
れた。
ヒトの H. pyloriの除菌治療においては，用いる薬
剤に対する耐性菌の出現及び薬剤に対する過敏症の方
への投与が問題となっている。それに対して，免疫初
乳抗体あるいは免疫初乳抗体と補体とを用いる方法
は，耐性菌出現の可能性が全くないことから，牛乳ア
レルギーを有するヒト以外の患者へ反復投与ができる
有用な H. pyloriの感染予防法あるいは除菌法として
の応用が可能と考えられた。とくに，免疫初乳抗体に
補体を併用する方法は，きわめて短期間で除菌を行う
ことが出来る画期的な方法と考えられた。
